
整理された市の課題についての議論
と今後のテーマについて

1.資料2でテーマごとに抽出された課題について整理を行った。

2.整理された課題に対し、市や地域包括支援センター等がすでに行って
いる内容を「既存の取組み」に記載した。

3.「今後必要な取組み」は資料2からの転記に加え、想定されるものを追
加した。

資料3



テーマ別課題の整理（令和６年12月～令和７年５月）

１～９のテーマごとに、今回期間に話し合われたものについて○で記載した。なお、推進‣個別両方で議論
がなされたテーマは網掛けとしている。

テーマ
地域包括ケア
推進会議

地域個別ケア会議

1.生活の困りごと
（介護予防・生活支援・移動支援・ペット等）

○ ○

2.認知症 ○ ○

3.権利擁護（虐待含む） ○ ○

4.見守り ○ ○

5.ケアラー支援 ○ ○

6.防災 ○

7.医療・介護連携 ○

8.多分野・多文化・地域共生 ○ ○

9.地域で支える仕組み ○ ○
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松戸市地域ケア会議 課題に対する方向性

○地域共生社会の実現に向けた具体的な取組み

○生活に困りごとを抱える方への対応力向上・拡充

地域包括ケア推進会議や2層ワーキングでの
検討・取組の推奨テーマ
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推奨テーマ「地域共生社会の実現に向けた具体的な取組み」

整理された課題
関連
テーマ

既存の取組み 今後必要な取組み

●生活支援
○ゴミ屋敷の片づけをしてく
れる制度がない。（個48）
○在宅生活が難しくなった場
合の対応方法が分からずどの
タイミングでどこに相談すべ
きか（推進：常盤平）

●生活の困りごと（その他）

○保証人のいない高齢者の賃
貸契約や施設入居が困難（個
20）

●ケアマネのシャドウワーク
○高齢者の課題に対して、ケ
アマネを始め支援者が、業務
外の支援を行わざるを得ない
現状がある。（推進：本庁）

●地域からの孤立
○家族からの支援が難しい世
帯や、家族に頼りたがらない
高齢者、身寄りがなくKPが不
在な高齢者が増えている。
（推進：新松戸）

1.生活の困り
ごと

2.認知症

4.見守り

[地域包括ケア推進課]
○各地域包括支援センター
で実施の総合相談
○成年後見制度利用促進

[社会福祉協議会]
○日常生活自立支援事業

[環境業務課]
○家庭ごみ訪問収集事業

[福祉政策課]
○死後事務サービス支援制
度

●各種手続き支援
○様々な行政手続きのサポート
体制、周知方法等検討
●社会資源の発掘・周知
○要支援、暫定中の生活支援・
地域資源の発掘・周知
○不足している地域資源および、
現状代替されている状況の確認
●ケアマネの仕事への理解
○CMの業務範囲に対する適切な
理解の促進
●生活支援
○民間企業、有償ボランティア
との連携
○高齢者の集いの場の活用、社
会参加の促進
●国の動向を踏まえた事業の見
直し
○高齢者等終身サポート事業者
の認定制度の導入
○関連する制度の見直し
○持続可能な権利擁護支援モデ
ル事業の進捗
※上記について国で議論中
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支援のイメージ（支援場面ごとに）

身寄りのない高齢者の支援について①
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①日常的金銭管理支援に関する支援（イメージ） ②入院中に必要なものを届ける際の支援（イメージ）

④サービス付き高齢者住宅への入居や施設入所にかかる手続き支援（イメージ）③転居時のごみの処分に関する支援（イメージ）

出典：令和５年度厚生労働省
老人保健健康増進等事業
「身寄りのない高齢者の
生活上の多様なニーズ・
諸課題等の実態把握調
査」



身寄りのない高齢者の支援について②
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・高齢者が医療機関や介護施設や新しい
賃貸住宅に生活の場所を移す際に、
判断・意思決定を支える保証人がいな
い場合、現状では業務として支援を
身近で提供する人（ケアマネジャー
等）がシャドウワークによって、そ
のプロセスを代理せざるを得ない。

・本人が問題を解決できず、それを代理
する保証人もシャドウワークをする
支援者もいない場合は、問題が解決で
きずに残る、もしくはさらに複雑化し
てしまう。

・こういったリスクが高いとみなされる
ため、身寄りのない高齢者はサービス
等から除外されてしまう。

◎高齢期の慣行の変化や問題解決に必要なことの例

※問題解決のプロセスと解決できない場合の結果

出典：令和５年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
「身寄りのない高齢者の生活上の多様なニーズ・諸課題等の実態把握調査」



身寄りのない高齢者の支援について③
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⇒自治体が果たすべき役割として、以下のような視点から取り組みの具体化が求められる。

・包括的な支援体制の整備（相談支援から意思決定支援、死後事務までを切れ目なく担える地域支援体制の構築）
・担い手の明確化と支援の適正化（ケアマネジャー等が法定外業務を過剰に担わずに済むよう、役割分担と社会資源
の整理）
・市民・地域主体の支援モデル開発（多機能コーディネーターが地域と連携して支援の担い手を発掘、育成）
・成年後見制度、権利擁護支援の推進（制度の利用促進に向けた相談窓口の強化）

◎問題が解決しなかった場合に起こることの例

出典：令和５年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
「身寄りのない高齢者の生活上の多様なニーズ・諸課題等の実態把握調査」



参考情報（国の動向）
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出典：厚生労働省 第5回地域共生社会の在り方検討会議 資料1



議 論 １

推奨テーマ「地域共生社会の実現に向けた具体的な取組み」

身寄りのない高齢者の支援について

◎地域で対応する中での現状と課題
◎地域で活用できる社会資源等の整理
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整理された課題
関連
テーマ

既存の取組み 今後必要な取組み

【介護者の孤立】
○障害を抱える世帯の孤
立予防や就労しながら介
護をする家族に向けたケ
アラー支援。（個38、個
58、個3再掲、個4再掲）

【家族の支援促進】
○親の介護を担うかもし
れない現役世代が、介護
や認知症、介護保険や地
域包括について理解や知
識を深められるよう普及
啓発していく。（個6、個
26再掲）

【ダブルケア】
○地縁の無いダブルケア
ラーへの支援について。
（個19再掲）

５.ケアラー
支援

[地域包括ケア推進課]
○各地域包括支援センター
での相談対応
○福祉まるごと相談
○（重層的）支援会議
○関係機関との連携

[介護保険課]
○各種介護保険サービス

[障害福祉課]
○各種障害サービス
○基幹相談支援センター

[こども家庭センター]
〇ヤングケアラーコーディ
ネーターの配置
〇ヤングケアラー相談専門
ダイヤル

●家族の支援
○介護離職防止

●支援者間連携
○多分野合同研修、顔の見え
る関係づくりの機会
○障害・介護分野の連携強化
○困難事例に対応する支援者
が支援される仕組みづくり

●普及啓発
○多世代、多問題、各相談窓
口や福祉まるごと相談の役割
周知
○介護休業制度や介護保険以
外のサービスについての周知

●相談機関機能強化
相談機関のアウトリーチ機能
の充実及び強化

推奨テーマ「生活に困りごとを抱える方への対応力向上・拡充」
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ケアラーが支援課題となる事例

【本人の状況】

80代、要介護5。子3人と同居。本人の世話は

子③が担うも支援等に同意せず。

【世帯の状況】

医師アウトリーチを実施し、その後は2か月に

1回、就労中の子①②が同行し病院受診。

【本人の状況】

50代、脳梗塞発症による麻痺、認知機能の低下

あり。20代の子が勢いで引き取る。

【世帯の状況】

子は配偶者とその子ども二人と生活しており、

自宅内はゴミ屋敷状態で家族介護は厳しい。

個別 19 個別 58

11

○令和６年第１回松戸市地域ケア会議において、
ケアラー支援について議論。その際、右記の
事例を紹介。

○同会議以後においても、ケアラー支援を課題と
する事例について、地域ケア個別会議及び
地域包括ケア推進会議にて事例に上がっている。

○今回の議事対象分においても、下記事例あり。
同居親族による拒否事例等、複雑化・困難化が見られる。

出典：令和６年度第１回松戸市地域ケア会議資料３



近隣市（柏、我孫子、流山、船橋、野田、市川）に対し、下記について情報収集。

①基幹相談支援センターと地域包括支援センターとで連携することはあるか。連携時に対応に苦慮することはあるか。
②拒否事例に対する見守り体制をどのように講じているか

近隣市の状況

近隣市の状況（障害と高齢の分野連携）

①基幹、包括と交流会や事例検討会を開催。
日頃から顔の見える関係を作っている。
65歳到達の移行時にケアマネ、包括側が
苦慮することあり。

②保健所と連携、役割分担し介入。

◎柏市

①日頃から顔の見せる関係性が構築されて
いる。

②関係機関と一件ずつ介入方法を検討。
見守りについては、民生委員を中心に
包括や基幹が連携して対応。

◎我孫子市

①研修で8050問題を取り扱う等、研修を
通じ連携にしやすさに繋がる。
通院サービスなど障害福祉で使えていた
ものが介護保険で使えなくなる等、移行
がうまくいかない等の課題あり。

②本人の意向がないと積極的な介入は不可。
ケアマネがついていれば情報共有。

◎流山市

①連携している。市と包括から、障害の
ケアセンターへ事例を用いた説明会を
開催している。

②包括や基幹で相談しにくいことは重層
による相談窓口で相談・介入。見守り
は民生委員に協力依頼。ケア会議を活
用し見守り体制の構築について議論。

◎船橋市

①ケア会議等を活用し連携。障害分野
では権利擁護部会を立ち上げ、障害から
介護への引継ぎについて検討するが、介
護と障害でサービスの内容が違うため、
移行の際に調整が大変（以前障害GHの
入所者の支援について、介護に移行され
る事例とそうでない事例で複数回議論）

②ケア会議等で個別具体的に見守り体制を
構築。（市での実施なし）

◎野田市

①障害から介護に引き継ぐ前に基幹から
包括に相談が入る事例多い。制度移行、
支援の考え方についてギャップを感じ
るため、差が生じないよう留意している。

②基幹でのみ対応する事例は包括に見守
り継続を依頼。手帳がない場合は中核
地域生活支援センターが介入。市では
「福祉よりそい相談（松戸で言う福ま
る）」を設置。

◎市川市

松戸市においては、
一部の地域の包括において、個別事例に連携・協力しての対応をすること、市内圏域毎に行われる研修会等に
お互いに出席し合う等の連携体制は取られているものの、各地域包括における標準化までには至っていない。
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支援困難事例に対する包括的な支援体制の構築
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○高齢・障害・子ども分野が混在する

事例について、介護保険サービスだけ

では対応困難であり、多制度の連携が

必要。

○精神障害や認知特性を踏まえ

たケア調整が困難な場合、障

害・介護分野の連携強化が必要。

○複合化した困難事例への対応で

支援者が疲弊しないよう、支援者

を支える体制整備が必要。

「何が困難なのか」に支援者が気づける体制と、その課題を解決する

ため、制度横断的な対応と支援者のフォローの両輪が不可欠

⇒そのために、「多職種連携」＋「支援者支援」の体制づくりが必要



議 論 2

推奨テーマ「生活に困りごとを抱える方への対応力向上・拡充」

複合的な課題を有する困難事例について

◎各分野における困難事例に係る対応事例の
共有

◎地域包括支援センターと基幹相談支援セン
ターの協働体制の検討

◎支援者の対応力向上に向けた、専門職による
アドバイザー体制の構築等の検討
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松戸市地域ケア会議 課題に対する方向性

○地域共生社会の実現に向けた具体的な取組み

○生活に困りごとを抱える方への対応力向上・拡充

⚫ 各圏域での地域包括ケア推進会議や２層ワーキングについて、これらの

テーマに沿った議題とし、地域ケア会議と２層ワーキングの連動を意識

した取り組みを行う。

⚫ 検討・取組の結果を再び市地域ケア会議にて集約する。

地域包括ケア推進会議や2層ワーキングでの
検討・取組の推奨テーマ
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